
実施手順
① シリコン型に樹脂を流し込み、土台を作成する。

② 樹脂の上に標本を置き、竹串を使って希望の位置にセットする
（手早く作業しないと、太陽光で硬化してしまう）。

③ ＵＶライトを照射して硬化させる（約１分）。

④ 標本がかくれるくらいまで樹脂を流し込み、表面が平らになっ
たら、 ＵＶライトを照射し、硬化させる（約１分）。

⑤ 型から外す。標本の縁に突起（バリ）
がある場合は、ニッパーで形を整える。

⑥ 型からとり出した樹脂の表面は、放射
状に凸凹しているが（左）、表面に薄
く樹脂を塗布し、表面張力で平滑に
なってから再度硬化させると、なめら
かになる（右）。

実施にあたっての注意点
・樹脂使用時は必ず換気をする。
・直射日光のあたるところでは、樹脂が早く硬化してしまう

ので、屋外で実施する場合は可能な限り日陰で作業をする。
・皮膚に樹脂がついたまま放置するとかぶれることがあるの

で、手についたらすぐに拭いとる。


